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議事項２】
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・一定の準備
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（３）利用プログラム 

以下の手順により、開園準備期間中に利用プログラムの開発を準備する。 

①自然環境の保全や安全に留意しつつ、特徴ある自然環境を紹介する情報発信、既往のレン 

 ジャー活動等を通じた「知ってもらう」活動を展開する。 

②現在及び将来の利用者による豊里自然地区の望ましい利用方法、安全確保の方法に関する 

 議論を進める。 

 例）現在の利用者や近隣住民の参加による地区会議等を数回開催し段階的に議論を進める。 

③学校や団体による観察会向けのガイド付プログラムを開発する。 

 

（４）安全管理 

安全に利用していただくためには、施設整備と体制づくりの両面が必要となる。 

①利用を図る場所では、利用者の安全確保のために注意看板など必要最低限の整備を行う。 

②地域住民、公園利用者による見守りなど、地域ぐるみの安全管理への協力体制づくりを 

 行う。 

 
 
 


